
熊本地震

総
社
に
発
着
基
地

詣
戴
皿
益
城
町
へ
物
資
輸
送

　
災
害
時
応
援
協
定
を
結

ん
で
い
る
国
際
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本

部
・
岡
山
市
）
と
総
社
市
、

丸
亀
市
は
1
9
日
、
熊
本
地

震
の
被
災
地
支
援
活
動
に

乗
り
出
す
と
発
表
し
た
。

高
知
、
徳
島
県
と
尚
県
の

６
市
町
と
も
連
携
し
2
0
目

か
ら
、
総
社
市
を
発
着
基

地
と
し
た
救
援
物
資
輸
送

の
「
シ
ャ
ト
ル
便
」
を
運
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熊本地震被災者支援

Ｓ●，

行
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
連
携
1
0
巨

治
体
が
人
員
と
物
資
を
出

し
て
実
施
す
る
。
最
大
震

度
７
を
観
測
し
甚
大
な
被

害
が
出
て
い
る
熊
本
県

益
城
町
か
ら
要
請
の
あ
っ

た
物
資
を
総
社
市
役
所
に

集
め
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に

よ
る
↓
支
援
シ
ャ
ト
ル
」

を
同
町
に
送
り
出
す
。
今

後
１
力
丹
間
で
４
、
５
回
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丸
亀
市
刻
市
拓

抱
田
　
書
紀
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砦
波

、
、
ｙ
７
７

にこﾆ1戎

嘩
社
市
長

片
岡
・
聡
一

総
社
市
項
合
繊
長

荒
木
纏
。
鼻

熊
本
地
震
被
災
地
支
援
活
動
に
つ
い
て

説
明
す
る
菅
波
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代

表
（
首
か
ら
２
人
目
）
ら

を
予
定
し
て

い
る
。

　
2
0
目
は

水
、
保
存
食
、

衛
生
用
品
と

現
地
で
の
活

動
用
の
電
気

自
動
車
２
台

を
発
送
。
同

時
に
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
医
師
、

看
護
師
ら
４

人
と
総
社
市

職
員
を
派
遣

す
る
。

　
総
社
市
役

所
で
1
9
日
、

会
見
し
た
片

岡
聡
一
総
社
市
長
と
菅
波

茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代

表
は
「
多
く
の
自
治
体
と

民
間
団
体
が
連
携
す
れ

ば
、
そ
の
力
は
大
き
い
。

息
の
長
い
支
援
を
し
て
い

く
」
と
話
し
た
。
　
　
　
一

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
総
社
、
邦

亀
市
は
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
際
、
互
い
に
物
資

提
供
と
人
員
派
遣
を
行
う

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る

ほ
か
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
備
え
、
高
知
、
徳
島
県

の
７
市
町
を
支
援
す
る
体

制
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
古
川
和
宏
）

建
物
の
危
険
度
調
査

雙
誤
判
定
士
1
0
人
派
ミ

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

建
築
物
の
危
険
性
を
確
認

す
る
た
め
、
県
と
岡
山
、

倉
敷
市
は
1
9
目
、
応
急
危

険
度
判
定
士
の
資
格
を
持

つ
職
員
計
1
0
入
を
熊
本
市

に
派
遣
し
た
。
約
１
週
間

滞
在
し
、
１
日
計
7
5
棟
前

後
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　
県
庁
前
で
は
、
県
が
派

遣
す
る
土
木
部
職
員
６
人

の
出
発
式
か
お
り
、
足
羽

憲
港
則
知
事
ヴ
「
被
災
者

の
安
全
確
保
に
向
け
、
懸

命
に
活
動
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。
岡
山
、
稗

敷
市
か
ら
も
職
員
各
２
入

が
出
発
し
た
。
。

　
判
定
士
は
、
被
災
し
た

住
居
な
ど
の
基
礎
や
柱
、

外
壁
の
状
況
か
ら
余
震
に

よ
る
倒
壊
の
可
能
性
な
ど

を
見
極
め
「
危
険
」
　
「
要

注
意
」
　
「
使
用
可
能
」
の

３
段
階
で
判
定
。
そ
れ
ぞ

れ
赤
、
黄
、
緑
色
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
、
居

往
者
や
通
行
人
に
情
報
提
一

供
す
る
。
熊
本
県
内
の
判

定
作
業
は
1
7
日
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
と
い
う
。

　
岡
山
県
は
1
9
目
、
健
康

相
談
業
務
に
当
た
る
保
健

師
ら
４
人
も
熊
本
県
西
原

村
に
派
遣
し
た
。

　
　
　
　
（
難
波
孝
光
）

　
県
営
住
宅
1
0
戸

　
無
償
貸
し
出
し

　
県
は
1
9
日
、
熊
本
地
震

の
被
災
者
に
県
営
住
宅
を

無
償
貸
し
出
し
す
る
と
発

表
し
た
。

　
貸
し
出
す
の
は
岡
山
、

倉
敷
、
備
前
市
内
の
計
1
0

　
一
－
ｉ
－
一
　
　
一
－
　
ｄ
　
　
　
　
　
－

戸
。
罹
災
証
明
書
の
交
付

を
受
け
た
人
が
対
象
で
、

家
賃
は
６
ヵ
月
聞
免
除
す
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